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米
１
合
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
新
潟
の
始
ま
り

　
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
活
動
は
、

１
９
６
０
年
代
の
ア
メ
リ
カ
で

始
ま
っ
た
。
日
本
に
伝
わ
っ
た

の
は
、
２
０
０
２
年
の
こ
と
。

ア
メ
リ
カ
人
留
学
生

が
持
ち
込
ん
だ
も
の

で
、
東
京
・
山
谷
で

の
炊
き
だ
し
に
使
う

食
材
集
め
が
ス
タ
ー

ト
だ
っ
た
。

　

運
動
は
徐
々
に
広

が
り
、
新
潟
に
も
届

く
。２
０
１
２
年「
米

ど
こ
ろ
新
潟
な
の

に
、
毎
日
の
食
事
に

苦
労
し
て
い
る
人
が

い
る
」
こ
と
を
知
っ

た
有
志
が
動
き
出
し

た
。
家
庭
に
あ
る
米

を
１
合
ず
つ
寄
付
す

る
「
米
１
合
」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
、
準
備
活
動
を
経
て
翌

２
０
１
３
年
７
月
６
日
に

「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が
た
」

を
設
立
し
た
。「
み
ん
な
で
一

緒
に
活
動
す
る
ス
タ
イ
ル
を
大

事
に
し
た
い
」
か
ら
任
意
団
体

で
活
動
し
て
い
る
。

　

活
動
の
柱
は
、
ま
ず
食
品
ロ

ス
を
減
ら
し
生
活
困
窮
者
を
支

援
す
る
こ
と
。
事
業
所
か
ら
、

品
質
に
問
題
が
な
い
も
の
、
包

装
な
ど
の
問
題
で
商
品
か
ら
外

れ
た
食
品
を
提
供
し
て
も
ら

い
、
個
人
か
ら
は
食
べ
き
れ
な

い
食
品
を
「
支
え
合
い
の
心
」

で
寄
贈
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
（
家
庭

や
職
場
か
ら
食
品
を
持
ち
寄
る

運
動
）」
を
開
き
、
広
く
寄
贈

を
呼
び
掛
け
て
い
る
。
定
期
開

催
は
新
潟
市
で
は
２
０
１
４
年

ま
で
は
万
代
シ
ネ
・
ウ
ィ
ン
ド

前
１
か
所
だ
け
だ
っ
た
が
、
現

在
は
10
ヵ
所
に
増
え
た
。
月
１

回
が
多
い
が
、
新
潟
市
中
心
部

の
西
堀
ロ
ー
サ
「
よ
ろ
っ
ｔ
ｏ

ロ
ー
サ
」・
中
央
区
社
会
福
祉

協
議
会
内（
こ
し
じ
会
館
三
階
）

の
よ
う
に
、
常
設
も
あ
る
。
ま

た
、
長
岡
市
２
か
所
と
小
千
谷

市
１
か
所
で
は
期
間
常
設
を

行
っ
て
い
る
。
不
定
期
の
フ
ー

ド
ド
ラ
イ
ブ
は
、年
間
30
ヵ
所
。

大
学
祭
な
ど
で
は
、
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
大
活
躍
す
る
。

　

昨
年
12
月
か
ら
１
月
ま
で

２
ヵ
月
間
、「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ

ブ
」
の
特
別
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

行
っ
て
い
る
。
全
国
協
議
会
の

肝
い
り
で
、
昨
シ
ー
ズ
ン
ノ
ー

ヒ
ッ
ト
ノ
ー
ラ
ン
を
達
成
し
た

米
大
リ
ー
グ
・
マ
リ
ナ
ー
ズ
の

岩
隈
久
志
投
手
も
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
支
援
し
て
い
る
。

　

寄
贈
を
受
け
付
け
る
食
品

は
、
未
開
封
で
賞
味
期
限
が
２

か
月
程
度
あ
り
、
産
地
が
特
定

　
「
飽
食
の
時
代
」
と
言
わ
れ
る
。
家
庭
で
、
事
業
所

　
「
飽
食
の
時
代
」
と
言
わ
れ
る
。
家
庭
で
、
事
業
所

で
品
質
に
何
ら
問
題
の
な
い
食
品
が
次
々
に
捨
て
ら
れ

で
品
質
に
何
ら
問
題
の
な
い
食
品
が
次
々
に
捨
て
ら
れ

て
い
る
。
国
の
推
計
（

て
い
る
。
国
の
推
計
（
2222
年
度
）
に
よ
る
と
食
品
ロ
ス

年
度
）
に
よ
る
と
食
品
ロ
ス

の
量
は
、
年
間
５
０
０
万
か
ら
８
０
０
万
㌧
と
い
う
。

の
量
は
、
年
間
５
０
０
万
か
ら
８
０
０
万
㌧
と
い
う
。

米
の
年
間
収
穫
量
が
８
０
０
万
㌧
と
い
う
か
ら
、
そ
の

米
の
年
間
収
穫
量
が
８
０
０
万
㌧
と
い
う
か
ら
、
そ
の

す
さ
ま
じ
さ
が
分
か
る
。何
と
も「
も
っ
た
い
な
い
」話
。

す
さ
ま
じ
さ
が
分
か
る
。何
と
も「
も
っ
た
い
な
い
」話
。

　

一
方
で
、
毎
日
の
食
事
に
困
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い

　

一
方
で
、
毎
日
の
食
事
に
困
っ
て
い
る
人
た
ち
が
い

る
。
無
駄
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
食
品
を
困
っ
て
い
る
人

る
。
無
駄
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
食
品
を
困
っ
て
い
る
人

た
ち
に
提
供
で
き
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
の
一

た
ち
に
提
供
で
き
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
解
決
の
一

歩
が
踏
み
出
せ
る
。「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
気
持

歩
が
踏
み
出
せ
る
。「
も
っ
た
い
な
い
」
と
い
う
気
持

ち
を
一
歩
進
め
「
あ
り
が
と
う
」
の
心
で
両
者
を
結
ぶ

ち
を
一
歩
進
め
「
あ
り
が
と
う
」
の
心
で
両
者
を
結
ぶ

―
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が
た
」（
新
潟
市
中
央
区
新

―
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
に
い
が
た
」（
新
潟
市
中
央
区
新

光
町
６
の
２　

勤
労
福
祉
会
館
４
階
）。

光
町
６
の
２　

勤
労
福
祉
会
館
４
階
）。
1111
月
、
全
国

月
、
全
国

フ
ー
ド
バ
ン
ク
推
進
協
議
会
が
結
成
さ
れ
た
の
を
機

フ
ー
ド
バ
ン
ク
推
進
協
議
会
が
結
成
さ
れ
た
の
を
機

に
、
そ
の
活
動
を
事
務
局
の
真
木
英
明
さ
ん
に
う
か

に
、
そ
の
活
動
を
事
務
局
の
真
木
英
明
さ
ん
に
う
か

が
っ
た
。

が
っ
た
。

「もったいない」から「ありがとう」へ
無駄に捨てられる食品活かし困窮者支援

巻頭特集 「フードバンクにいがた」

ペ

が

新潟市中央区新光町6-2
勤労福祉会館４階
電話025-384-4466
e-mail：fbn@roukyou.gr.jp
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学
生
や
引
き
こ
も
り
の
就
労
体
験
に
も
力

　

食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
こ
と

は
、
環
境
へ
の
負
荷
を
和
ら
げ

る
こ
と
に
も
役
立
つ
。
捨
て
ら

れ
た
食
品
は
焼
却
処
分
さ
れ

る
。
無
駄
に
せ
ず
消
費
す
れ
ば
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
量
を
幾
ば

く
か
減
ら
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

就
労
体
験
も
「
フ
ー
ド
バ
ン

ク
バ
ン
ク
に
い
が
た
」
の
大
き

な
柱
。
一
つ
は
大
学
生
を
対
象

に
し
た
も
の
で
、
前
年
に
続
き

昨
年
も
４
人
の
敬
和
学
園
大
学

生
が
２
週
間
体
験
し
た
。
そ
し

て
、
引
き
こ
も
り
な
ど
で
社
会

に
な
か
な
か
入
っ
て
い
け
な
い

若
者
た
ち
も
受
け
入
れ
て
い
る
。

　

仕
事
に
就
き
た
く
て
も
一
気

に
と
は
い
か
ず
、
徐
々
に
慣
ら

し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
。
年

４
〜
５
人
が
参
加
、
自
立
に
向

け
、
主
に
パ
ソ
コ
ン
で
の
デ
ー

タ
入
力
、
商
品
管
理
に
携
わ
っ

て
い
る
。
仕
事
の
雰
囲
気
を
知

る
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
お

り
、
朝
夕
の
あ
い
さ
つ
を
徹
底

す
る
こ
と
か
ら
始
め
て
い
る
。

で
き
る
も
の
。
常
温
で
日
持
ち

す
る
も
の
に
限
っ
て
い
る
。

ジ
ャ
ガ
イ
モ
や
ニ
ン
ジ
ン
、
大

根
な
ど
根
菜
類
も
保
存
が
利
く

の
で
Ｏ
Ｋ
だ
。

　

２
０
１
４
年
は
約
10
㌧
集

ま
っ
た
。
昨
年
は
15
㌧
に
増
え

そ
う
だ
。
最
も
多
い
の
は
、
お

米
。
農
家
や
市
民
が
積
極
的
に

協
力
し
て
く
れ
る
か
ら
で
、
全

体
の
半
数
を
占
め
て
い
る
。
次

い
で
し
ょ
う
ゆ
・
油
な
ど
調
味

料
、
乾
麺
が
多
く
、
缶
詰
や
菓

子
類
が
続
い
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
食
品
は
「
フ
ー
ド

バ
ン
ク
」
の
倉
庫
で
保
存
・
分

類
し
た
後
、
生
活
困
窮
者
支
援

施
設
・
団
体
や
福
祉
施
設
、パ
ー

ソ
ナ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
、

行
政
、
社
協
な
ど
の
相
談
窓
口

を
訪
れ
た
生
活
困
窮
者
な
ど
に

無
償
で
贈
ら
れ
る
。
施
設
な
ど

は
幅
広
い
食
材
を
必
要
と
す
る

が
、
困
窮
者
は
「
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
止
め
ら
れ
た
人
も
お
り
、

缶
詰
、
カ
ッ
プ
麺
・
レ
ト
ル
ト

食
品
な
ど
す
ぐ
食
べ
ら
れ
る
も

の
を
求
め
る
」
と
い
う
。

強
め
た
い
行
政
や
地
域
と
の
協
力
体
制

　

寄
贈
品
も
寄
贈
先
も
増
え
、

順
調
に
進
ん
で
は
い
る
が
、
課

題
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。

　

ま
ず
、
人
材
。
活
動
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
支
え
て
い
る
。
事

業
が
拡
大
す
れ
ば
、
そ
れ
だ
け

多
く
必
要
に
な
る
。
ま
た
活
動

に
は
、
理
解
は
示
す
も
の
の
寄

贈
に
ま
で
つ
な
が
ら
な
い
企
業

も
多
い
。
そ
ん
な
企
業
に
ア
プ

ロ
ー
チ
で
き
る
人
材
が
欲
し
い
。

　

現
在
、
新
潟
市
と
長
岡
市
に

拠
点
と
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
が
、

今
後
、
下
越
や
上
越
に
も
設
置

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ

に
は
、
場
所
も
必
要
だ
が
支
援

者
、
何
よ
り
も
リ
ー
ダ
ー
が
欲

し
い
。

　

運
営
資
金
は
、
会
員
の
年
会

費
で
ま
か
な
う
。
個
人
会
員（
一

口
２
千
円
）
は
現
在
１
０
０
人
、

団
体
会
員
（
一
口
１
万
円
）
は

25
。
こ
れ
に
議
決
権
の
な
い
団

体
賛
助
会
員
（
一
口
５
千
円
）

が
い
る
が
、
ま
だ
ま
だ
少
な
い
。

た
く
さ
ん
の
支
援
者
が
ほ
し
い
。

　

そ
し
て
、何
よ
り
の
悩
み
は
、

「
本
当
に
困
っ
て
い
る
人
が
見

え
て
こ
な
い
」
と
こ
ろ
だ
と
い

う
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
問

題
も
あ
る
し
、
活
動
が
ま
だ
知

ら
れ
て
い
な
い
現
状
も
あ
る
。

　

そ
の
た
め「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」

と
し
て
は
、「
行
政
も
含
め
連

携
し
て
支
援
で
き
る
仕
組
み
を

作
り
た
い
」
と
考
え
て
い
る
。

コ
ミ
協
、
民
生
委
員
や
自
治
会

長
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
地
域
で
活
動
し
て

い
る
人
と
の
関
係
強
化
を
望
ん

で
い
る
。

阿賀野市社協で実施したフードドライブ（６・10月）

新潟医療福祉大学でのフードドライブ（10月）

岩隈投手のメッセージ
「子どもを含む生活に困
窮する方々の為に少しで
も役に立てるよう、私、
岩隈久志も野球での活躍
を通じてフードドライ
ブをサポートしておりま
す！みんなで力を合わせ
ましょう！」
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
社

会
福
祉
の
推
進
に
一
方
な
ら
ぬ
ご
理

解
と
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。

  

昨
年
、
政
府
は
一
億
総
活
躍
社
会

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
出
生
率
の

向
上
と
と
も
に
介
護
離
職
ゼ
ロ
を
目

指
し
て
施
設
整
備
を
加
速
す
る
方
針

を
打
ち
出
し
ま
し
た
。
施
設
入
所
待

機
者
や
介
護
離
職
者
が
多
い
現
状
を

見
れ
ば
、
直
ち
に
取
り
組
む
べ
き
施

策
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
介
護
の
現

場
で
働
く
人
材
の
確
保
が
伴
わ
な
け

れ
ば
絵
に
描
い
た
餅
と
な
り
か
ね
ま

せ
ん
。
待
遇
面
の
改
善
な
ど
い
ろ
ん

な
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
福
祉
に
従

事
す
る
方
々
が
誇
り
を
持
っ
て
働
け

る
環
境
作
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、

福
祉
職
を
目
指
す
人
の
増
加
に
も
こ

れ
ま
で
以
上
に
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
今
、
社
会
福
祉
法
人

に
問
わ
れ
て
い
る
財
務
規
律
や
ガ
バ

ナ
ン
ス
の
強
化
な
ど
、
公
益
的
な
団

体
と
し
て
の
責
任
を
更
に
自
覚
し
、

幅
広
く
関
係
団
体
と
協
働
し
な
が

ら
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推

進
や
障
害
者
差
別
解
消
法
の
施
行
な

ど
を
念
頭
に
「
共
に
生
き
共
に
つ
く

る
福
祉
社
会
」
の
構
築
に
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。　

　

本
年
も
一
層
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃

か
ら
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運

動
に
ご
理
解
と
多
大
な
ご
支

援
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

69
回
目
と
な
り
ま
し
た
平

成
27
年
度
の
共
同
募
金
運

動
は
、
目
標
額
を
４
億
８
，

４
０
０
万
円
と
定
め
、
そ
の

達
成
に
向
け
て
懸
命
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
皆
様
か
ら
の
温
か
い

ご
支
援
と
募
金
関
係
者
の
ご

努
力
に
対
し
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
浄
財

は
、
県
内
の
民
間
福
祉
活
動

や
社
会
福
祉
施
設
の
整
備
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
地

域
福
祉
活
動
や
多
様
化
し
て

い
る
様
々
な
地
域
課
題
を
解

決
す
る
た
め
の
活
動
を
支
え

る
貴
重
な
財
源
と
し
て
役
立

た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
潟
県
共
同
募
金
会
は
、

こ
れ
か
ら
も
県
内
の
地
域
福

祉
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

更
な
る
努
力
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　

一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆

様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お

祈
り
し
ま
し
て
、
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

社会福祉法人
新潟県社会福祉協議会

会　長
竹　内　希　六

社会福祉法人
新潟県共同募金会
会　長

小　田　敏　三

（
一
財
）新
潟
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

会　

長　

長
谷
川　
　
　

剛

（
一
財
）新
潟
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会　

長　

川　

﨑　

悌　

吉

（
一
社
）新
潟
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

会　

長　

中　

野　

キ
シ
子

（
一
社
）
新
潟
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会

理
事
長　

片　

桐　

宣　

嗣

（
一
社
）新
潟
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会

会　

長　

市　

井　

栄　

吉

新
潟
県
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
協
議
会

会　

長　

石　

黒　

裕
里
子

新
潟
県
保
育
連
盟

理
事
長　

平　

澤　

正　

人

新
潟
県
私
立
保
育
園
連
盟

会　

長　

伊　

東　

一　

男

新
潟
県
保
育
士
会

会　

長　

猪　

俣　

清　

子

新
潟
県
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会

会　

長　

田　

宮　
　
　

崇

（
公
社
）新
潟
県
社
会
福
祉
士
会

会　

長　

星　

井　

勝　

博

（
公
社
）新
潟
県
介
護
福
祉
士
会

会　

長　

宮　

崎　

則　

男

新
潟
県
内
社
協
職
員
連
絡
会

会　

長　

大　

竹　

敏　

一

新
潟
県
社
会
就
労
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会

会　

長　

寺　

口　

能　

弘

（
一
社
）新
潟
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会

会　

長　

髙　

橋　

是　

司

新
潟
県
災
害
福
祉
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

会　

長　

竹　

内　

希　

六

（
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
入
居
福
祉
団
体
）

謹
賀
新
年

年
頭
挨
拶

年
頭
挨
拶
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新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
13
の
福
祉
団
体
は
12
月
15

日
、
県
庁
に
泉
田
裕
彦
知
事
を

訪
問
、
県
の
社
会
福
祉
政
策
や

編
成
作
業
が
進
む
28
年
度
予
算

に
対
す
る
12
団
体
の
共
同
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

竹
内
希
六
・
県
社
協
会
長
が

「
平
成
28
年
度
新
潟
県
福
祉
団

体
共
同
要
望
書
」
を
泉
田
知
事

に
手
渡
し
た
後
、
各
団
体
の
会

長
・
理
事
長
が
手
短
に
内
容
を

説
明
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し

知
事
は
、
詳
し
い
内
容
を
質
す

中
で
前
向
き
に
対
応
す
る
姿
勢

を
示
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
別
室
に
移
り
、
岡
俊

幸
・
福
祉
保
健
部
長
あ
て
の
要

望
書
（
13
団
体
）
を
提
出
、
各

団
体
個
別
の
要
望
の
実
現
に
向

け
た
協
力
を
重
ね
て
依
頼
し
ま

し
た
。 

　

包
括
連
携
協
定
を
結

ん
で
い
る
新
潟
県
社

会
福
祉
協
議
会
（
竹

内
希
六
会
長
）
と
新

潟
医
療
福
祉
大
学

（
山
本
正
治
学
長
）

は
、
２
月
15
日
、
新

潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ

（
新
潟
市
中
央
区
上

所
２
）
２
階
多
目
的

ホ
ー
ル
で
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
自
分
ら
し
く

心
豊
か
に
生
き
る
た

め
に
―
シ
ニ
ア
世
代

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

に
向
け
て
―
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

協
定
は
、
福
祉
や
健

康
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
各
分
野
で
協
力
し

合
う
こ
と
で
、
福
祉

社
会
の
発
展
や
地
域
創
生
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
地
域
社
会
に
貢

献
出
来
る
人
材
育
成
を
図
る
た
め

昨
年
３
月
締
結
し
ま
し
た
。
機
関

誌
「
福
祉
に
い
が
た
」
に
「
こ
れ

か
ら
の
福
祉
を
考
え
る
」
連
載
を

掲
載
す
る
な
ど
、
協
力
活
動
を
展

開
し
て
お
り
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
そ

の
一
環
と
し
て
企
画
さ
れ
ま
し

た
。

　

現
代
は
超
高
齢
社
会
を
迎
え
つ

つ
あ
り
ま
す
。
高
度
成
長
を
支
え

て
き
た
シ
ニ
ア
世
代
は
、
社
会
活

動
の
一
翼
を
担
う
こ
と
を
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

シ
ニ
ア
世
代
が
能
力
や
意
欲
を
発

揮
し
、
心
豊
か
で
活
力
あ
る
長
寿

社
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
若
い
世

代
と
熱
く
語
り
合
い
ま
す
。

　

午
後
１
時
半
開
会
。
昨
年
の
全

国
大
会
で
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
同

大
学
ダ
ン
ス
部
が
華
麗
な
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露
し
た
後
、

山
本
学
長
が
基
調
講
演
し
ま
す
。

そ
の
後
約
１
時
間
、
フ
リ
ー
ア
ナ

ウ
ン
サ
ー
の
伊
勢
み
ず
ほ
さ
ん
を

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
同
大
学
の

教
授
で
も
あ
る
石
上
和
男
・
新
潟

県
高
齢
者
大
学
学
長
の
ほ
か
高
齢

者
大
学
卒
業
生
、
医
療
福
祉
大
学

の
学
生
も
加
わ
り
公
開
対
談
型
式

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
ト
ー
ク
を

展
開
し
ま
す
。

　

対
象
は
、
高
齢
者
大
学
生
な
ど

県
民
４
０
０
人
。参
加
費
は
無
料
。

希
望
者
は
、
２
月
８
日
ま
で

に
県
社
協
地
域
福
祉
課
ま
で

フ
ァ
ク
ス
０
２
５（
２
８
５
）

０
３
０
３
ま
た
は
、
メ
ー
ル

oasis@
fukushiniigata.

or.jp

で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◇
人
材
の
確
保
と
雇
用

　

◆
新
潟
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
の
体
制
強
化
に
つ
い
て

（
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

◆
介
護
人
材
確
保
、
育
成
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
新
潟
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会
）

　

◆
介
護
人
材
の
確
保
、
育
成
、
定
着
に
つ
い
て

　
　
（
新
潟
県
介
護
支
援
専
門
員
協
会
、
新
潟
県
介
護
福
祉
士
会
）

　

◆ 

介
護
職
員
等
の
就
労
支
援
及
び
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
の

充
実　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
潟
県
介
護
福
祉
士
会
）

　

◆
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
就
任
前
研
修
の
実
施
に
つ
い
て

（
新
潟
県
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
協
議
会
）

◇
安
心
し
て
生
活
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
確
保

　

◆ 

知
的
障
が
い
者
の
生
涯
に
わ
た
る
相
談
・
助
言
体
制

の
強
化　
　
　
　
　
（
新
潟
県
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
）

　

◆ 
精
神
障
害
者
差
別
解
消
法
が
有
名
無
実
に
な
ら
な
い

よ
う
実
質
的
に
機
能
す
る
施
策
を
講
じ
て
く
だ
さ
い

（
新
潟
県
精
神
障
害
者
家
族
会
連
合
会
）

　

◆
ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
の
貧
困
対
策

（
新
潟
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
）

　

◆
災
害
時
要
配
慮
者
に
対
す
る
支
援
体
制
整
備
・
促
進

（
新
潟
県
災
害
福
祉
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
）

◇
地
域
に
根
差
し
た
活
動
の
支
援

　

◆ 

民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
の
理
解
促
進
を
図
る
た

め
の
県
民
へ
の
広
報
・
啓
発
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

（
新
潟
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
）

　

◆ 

市
町
村
と
老
人
ク
ラ
ブ
等
関
係
団
体
と
の
連
携
に
向

け
た
支
援

（
新
潟
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

　

◆ 

「
盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
・
介
助
員
派
遣
事
業
」
の
全

県
的
な
周
知
を
図
っ
て
く
だ
さ
い

　
（
新
潟
県
身
体
障
害
者
団
体
連
合
会
）

山
本
・
新
潟
医
療
福

祉
大
学
学
長

石
上
・
県
高
齢
者
大
学

学
長

施
策
へ
の
反
映
求
め
泉
田
知
事
に
共
同
要
望
書

施
策
へ
の
反
映
求
め
泉
田
知
事
に
共
同
要
望
書

1212
福
祉
団
体　

岡
福
祉
保
健
部
長
に
は

福
祉
団
体　

岡
福
祉
保
健
部
長
に
は
1313
団
体
が
提
出

団
体
が
提
出

心豊かなシニアの生き方探る
２月15日にユニゾンプラザでフォーラム開催

泉
田
知
事
に
対
す
る
重
点
要
望
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毎
日
糊
の
き
い
た
ワ
イ
シ
ャ

ツ
に
ス
ー
ツ
を
キ
ッ
チ
リ
と
着

て
、
ネ
ク
タ
イ
を
締
め
る
。
定

年
退
職
後
も
約
10
年
に
渡
っ
て

働
い
て
い
た
祖
父
の
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
で
し
た
。
ま
だ
幼

か
っ
た
自
分
の
目
に
映
る
祖
父

の
背
中
は
、
ど
こ
か
大
き
く
、

仕
事
へ
の
情
熱
や
誇
り
を
感
じ

さ
せ
る
も
の
で
し
た
。

　

時
が
経
ち
、
そ
ん
な
祖
父
が

通
所
施
設
の
利
用
を
勧
め
ら
れ

て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
今
ま

で
自
分
の
力
で
色
々
な
こ
と
を

し
て
き
た
祖
父
。「
他
者
か
ら

の
支
援
」
と
い
う
も
の
を
、
す

ん
な
り
と
受
け
入
れ
る
の
だ
ろ

う
か
…
正
直
、
そ
ん
な
思
い
が

よ
ぎ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
し
て
、

本
人
に
話
を
聞
い
て
み
ま
し

た
。
す
る
と
、「
行
く
と
、
ま

ず
こ
れ
を
し
て
、
そ
れ
か
ら
あ

れ
を
す
る
ん
だ
…
あ
ぁ
、
で
も

こ
の
前
は
こ
ん
な
こ
と
も
し
た

ん
だ
」「
職
員
は
若
い
の
に
み

ん
な
し
っ
か
り
し
て
て
、
気
さ

く
に
声
を
か
け
て
く
れ
る
。
こ

の
前
は
誕
生
日
を
祝
っ
て
も

ら
っ
て
…
」
等
々
、
ま
ん
ざ
ら

で
も
な
い
様
子
。意
外
で
し
た
。

利
用
に
あ
た
り
、
き
っ
と
祖
父

な
り
に
悩
ん
だ
り
考
え
た
り
し

た
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、患
っ

た
病
に
よ
っ
て
徐
々
に
身
体
が

思
う
よ
う
に
動
か
な
く
な
り
、

家
に
こ
も
り
が
ち
に
な
っ
て
い

た
祖
父
に
と
っ
て
、
そ
こ
は
温

か
い「
人
と
の
触
れ
合
い
の
場
」

で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
「
ふ
く
し
」
と
い
う
言
葉
が
、

よ
く
「
ふ
だ
ん
の
く
ら
し
の
し

あ
わ
せ
」
の
頭
文
字
と
し
て
表

現
さ
れ
て
い
る
の
を
目
に
し
ま

す
。
駆
け
抜
け
て
き
た
時
間
、

築
か
れ
た
価
値
観
、
全
て
が
千

差
万
別
と
い
う
中
で
、
何
が
そ

の
人
の
「
幸
せ
」
な
の
か
を
理

解
し
支
援
す
る
と
い
う
こ
と
は

答
え
の
な
い
永
遠
の
テ
ー
マ
の

よ
う
に
思
い
ま
す
。
施
設
に
通

い
過
ご
し
た
時
間
が
、
祖
父
に

と
っ
て
暮
ら
し
の
幸
せ
や
張
り

合
い
に
少
し
で
も
繋
が
っ
て
い

た
の
な
ら
嬉
し
い
な
ぁ
…
と
思

う
今
日
こ
の
頃
で
す
。（
実
央
）

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
こ
の
冬
は
、
全
体

に
は
暖
冬
の
予
報
で
す
。
穏
や

か
な
一
年
に
な
る
こ
と
を
祈
り

ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
新
聞
記
事
で
も

「
減
塩
」
と
い
う
文
字
を
よ
く

見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
昨
年
9
月
号
で
「
減
塩
ル

ネ
サ
ン
ス
」
に
つ
い
て
書
い
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
11
月
に
、
厚

生
労
働
省
の
「
健
康
寿
命
を
の

ば
そ
う
！
ア
ワ
ー
ド
」
の
生
活

習
慣
病
分
野
優
良
賞
（
健
康
局

長
表
彰
）
を
受
賞
し
ま
し
た
。

「
小
林
太
刀
夫
賞
」
に
引
き
続

い
て
の
受
賞
と
い
う
こ
と
で
、

大
変
喜
ば

し
い
こ
と

で
す
が
、

取
組
そ
の
も
の
は
ま
だ
終
わ
っ

て
い
な
い
ど
こ
ろ
か
、
現
在
も

進
行
中
な
の
で
す
。

　

そ
の
一
つ
と
し
て
、
現
状
の

デ
ー
タ
を
細
か
く
分
析
し
た
結

果
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
わ
か

り
始
め
て
い
ま
す
。
新
潟
県
民

の
中
で
塩
分
摂
取
が
多
い
人
の

「
食
べ
方
」
を
調
べ
た
と
こ

ろ
、
表
に
示
す
と
お
り
、
様
々

な
特
徴
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

「
あ
れ
は
食
べ
ち
ゃ
ダ
メ
」
と

い
う
こ
と
で
な
く
、
何
で
も
ほ

ど
ほ
ど
に
、
と
い
う
こ
と
が
、

こ
の
調
査
結
果
か
ら
も
う
か
が

え
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
表
に
は
示
し
て

い
ま
せ
ん
が
、
「
減
塩
を
心
が

け
て
い
る
」
人
が
必
ず
し
も
塩

分
摂
取
量
が
少
な
い
わ
け
で
は

な
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
え
、
な
ぜ
？
と
疑
問
に
な

り
ま
す
よ
ね
。
調
査
結
果
を
詳

し
く
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
薄
味

の
煮
物
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い

た
、
意
識
と
実
際
の
行
動
が
一

致
し
な
か
っ
た
、
な
ど
、
ま
だ

ま
だ
調
べ
る
必
要
の
あ
る
こ
と

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
今
で
は
、
汁
ま
で

飲
み
干
し
て
も
食
塩
摂
取
量
が

４
グ
ラ
ム
以
下
の
「
減
塩
ラ
ー

メ
ン
」
な
ど

様
々
な
食
品

が
開
発
さ

れ
、
「
健
康
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ミ
ッ

ト
う
お
ぬ
ま
会
議
２
０
１
５
」

で
も
一
部
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

こ
う
し
た
様
々
な
分
野
の
取
組

が
、
一
つ
の
大
き
な
波
に
な
っ

て
、
県
民
を
挙
げ
て
の
運
動
に

つ
な
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

その十三

ず～むず～む
20152015
Vol.Vol.99

温
も
り
の
時
間

続
・「
減
塩
」
の
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫

塩分摂取が多い人の食べ方の特徴
（栄養政策策定及び評価体制構築のためのデータ分析ワーキング；新潟県立大学調べ）
１　食事は満腹まで食べる。
２　主食同士を組み合わせて食べる。　例：おにぎり＋カップめん等
３　丼もの、カレーライスやめん類を、週３回以上食べる。
４　煮物を１日に４品以上食べる。
５　漬物を１日に１種類以上食べる。
６　たらこや筋子などを１日に１回以上食べる。
７　めん類の汁を飲む。
８　濃い味付けを好んで食べる。
９　外食を週２回以上する。　　　10 毎日飲酒をする。
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11
月
30
日
、
新
潟
県
社
会
福

祉
協
議
会
総
合
企
画
部
会
の
江

口
孝
雄
部
会
長
か
ら
竹
内
希

六
・
県
社
協
会
長
に
「
新
潟
県

社
協
活
動
指
針
『
地
域
に
お
け

る
権
利
擁
護
事
業
の
推
進
』
に

つ
い
て
」
意
見
が
具
申
さ
れ
ま

し
た
。
基
幹
的
社
協
方
式
で
実

施
し
て
い
る
「
日
常
生
活
自
立

支
援
事
業
」
に
つ
い
て
、
今
後

は
全
市
町
村
社
協
実
施
方
式
に

移
行
す
る
必
要
性
を
具
申
し
て

お
り
、
竹
内
会
長
は
「
３
月
の

理
事
会
に
諮
っ
た
上
で
28
年
度

以
降
の
事
業
計
画
に
反
映

し
た
い
」
と
応
え
ま
し
た
。

　

同
事
業
の
利
用
者
は

年
々
増
加
し
て
い
る
も
の

の
、
潜
在
的
需
要
の
１
割

程
度
に
留
ま
っ
て
お
り
、
今

後
更
な
る
増
加
が
想
定
さ

れ
ま
す
。
ま
た
基
幹
的
社

協
所
在
市
と
そ
れ
以
外
の

市
町
村
と
の
間
で
３
倍
余

の
利
用
格
差
が
生
じ
て
い

ま
す
。

　

国
が
進
め
て
い
る
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
お
い
て
も
、
身
近
な

地
域
に
お
け
る
迅
速
か
つ

継
続
し
た
支
援
な
ど
の
適
切
な

対
応
が
難
し
く
な
る
恐
れ
も
あ

り
ま
し
た
。

　

本
来
業
務
を
外
れ
、
介
護
保

険
制
度
を
肩
代
わ
り
し
た
り
、

生
活
保
護
受
給
者
な
ど
で
本
来

担
う
べ
き
主
体
の
肩
代
わ
り
に

な
っ
て
い
る
事
例
も
多
く
見
ら

れ
ま
す
。

　

そ
こ
で
総
合
企
画
部
会
の
中

の
「
地
域
に
お
け
る
権
利
擁
護

事
業
の
推
進
小
委
員
会
」（
松

山
茂
樹
委
員
長
）
で
議
論
を
重

ね
、
今
後
の
方
向
性
を
ま
と
め

ま
し
た
。
小
委
員
会
の
報
告
を

踏
ま
え
企
画
部
会
が
検
討
の

上
、
意
見
を
具
申
し
ま
し
た
。

　

移
行
に
当
た
っ
て
は
３
年
程

度
の
準
備
・
移
行
期
間
を
設
け

る
こ
と
、
他
制
度
の
役
割
を
き

ち
ん
と
整
理
し
て
進
め
る
こ
と

な
ど
も
説
い
て
い
ま
す
。

10月30日 新潟県すし商生活衛生同業組合 すし折り詰め ･････････ 641個
11月  7日 自動車総連　スズキ関連労働組合連合会 軽乗用車 ･･･････････ １台
12月 カナカン株式会社 カップ入り麺 ･････････ 768食
12月 新潟県麺類飲食業生活衛生同業組合 インクジェットカラープリンター ･･･････････ １台
  デジタルスチルカメラ ･･･････････ １台
  救急担架マット ･･･････････ ２台

11月27日 一般社団法人生命保険協会新潟県協会 1,020,000円
12月  2日 （公）日本プロゴルフ協会上信越地区実行委員会 77,314円

寄付寄付　　ありがとうございましありがとうございました　た　寄贈寄贈 （敬称略）（敬称略）

　

地
域
Ｃ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
む

生
命
保
険
協
会
新
潟
県
協
会

（
高
森
大
造
会
長
）
は
12
月
７

日
、
県
内
17
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
に
物
品
購
入
費
（
総
額

１
０
２
万
円
）
を
、
魚
沼
更
生

福
祉
会
（
角
屋
禮
士
理
事
長
）

に
福
祉
巡
回
車
を
寄
贈
し
ま
し

た
。

　

午
前
中
に
行
わ
れ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
へ
の
贈
呈
式
に

は
、
高
森
会
長
、
竹
内
希
六
・

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

の
ほ
か
、
贈
呈
を
受
け
る
側
か

ら
９
団
体
が
出
席
し
ま
し
た
。

目
録
を
受
け
取
っ
た
９
団
体
代

表
は
、
活
動
内
容
を
紹
介
し
な

が
ら
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し

た
。

　

午
後
に
は
、

高
森
会
長
か

ら
角
屋
理
事

長
に
「
ゴ
ー

ル
デ
ン
キ
ー
」

が
贈
ら
れ
ま

し
た
＝
写
真
。

生
保
協
新
潟
県
協
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
と

福
祉
施
設
助
成

県
社
協
総
合
企
画
部
会
が
会
長
に
意
見
具
申

県
社
協
総
合
企
画
部
会
が
会
長
に
意
見
具
申

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
は

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
は

全
市
町
村
社
協
方
式
に
移
行
を

全
市
町
村
社
協
方
式
に
移
行
を
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こ
だ
わ
り
の
ス
ー
プ
と
麺
が
自
慢
の
イ
ケ
麺

　
ス
ー
プ
や
麺
に
、
徹
底
し
て

こ
だ
わ
る
。

　

一
番
人
気
は
ワ
ン
タ
ン
麺
。

干
し
た
魚
と
豚
骨
を
ミ
ッ
ク
ス

し
た
さ
っ
ぱ
り
系
ス
ー
プ
が
、

縮
れ
細
麺
に
か
ら
む
。
チ
ャ
ー

シ
ュ
ー
は
、国
産
（
主
に
県
内
）

も
ち
豚
。
ツ
ル
～
ン
と
の
ど
を

通
り
過
ぎ
る
ワ
ン
タ
ン
と
と
も

に
、
美
味
し
さ
を
引
き
出
す
。  　
　

 

濃
厚
な
味
噌
ラ
ー
メ
ン
は
、

当
然
な
が
ら
太
麺
。
ス
ー
プ
は

野
菜
が
主
。
施
設
の
畑
で
栽
培

し
た
新
鮮
ト
レ
ト
レ
の
も
の
。

　

そ
し
て
、
新
た
に「
曽
我
ト

マ
ト
と
あ
ぶ
り
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー

麺
」が
メ
ニ
ュ
ー
に
加
わ
っ
た
。

ト
マ
ト
と
鶏
ガ
ラ
の
ス
ー
プ
に

極
細
麺
。
湯

む
き
し
た
ト
マ

ト
と
あ
ぶ
っ
た

チ
ャ
ー
シ
ュ
ー

を
ト
ッ
ピ
ン
グ

し
て
あ
る
が
、

食
べ
る
と
き

に
は
何
と
粉

チ
ー
ズ
を
お

好
み
で
掛
け

る
。
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
開
発
し
た
イ
ッ
ピ
ン
。

 

素
材
は
、
す
べ
て
隣
室
の
製

麺
工
房
（
ガ
ラ
ス
張
り
で
見
学

で
き
る
）
の
自
家
製
。
元
々
、

生
麺
や
ワ
ン
タ
ン
な
ど
を
作
る

工
房
と
し
て
出
発
し
た
。
そ
し

て
25
年
10
月
、
県
道
沿
い
に
開

店
。
カ
ウ
ン
タ
ー
と
テ
ー
ブ
ル

合
わ
せ
16
席
あ
る
が
、
昼
時
は

満
席
に
な
る
か
ら
お
早
め
に
。

　
30
食
以
上
揃
え
ば
「
ど
こ
で

も
ド
リ
ー
ム
号
」
が
参
上
、
移

動
販
売
（
ラ
ー
メ
ン
の
み
）
し

て
く
れ
る
。
生
麺
も
セ
ッ
ト
販

売
し
て
お
り
、
同
店
と
近
く
の

産
直
と
よ
さ
か
げ
ん
き
村
で
手

に
入
る
。

　
４
月
に
は
、
上
越
市
に
姉
妹

店
が
オ
ー
プ
ン
す
る
。

福祉の店

味わい散歩

製
麺
工
房
ド
リ
ー
ム
本
店

社
会
福
祉
法
人
愛
宕
福
祉
会

　

就
労
セ
ン
タ
ー
ド
リ
ー
ム
ネ
ク
ス
ト

（
新
潟
市
北
区
木
崎
１
８
１
６
番
地
５
）

◇
11
時
～
15
時

◇
日
曜
定
休

◇
☎
０
２
５
（
３
８
４
）
２
８
０
０

至 競馬場I.C→至 競馬場I.C→

濁川中学校
77

濁川I.C濁川I.C
新新バイパス新新バイパス

2727

３３

新崎駅

早通駅

白新線新井郷川

★製麺工房ドリーム本店
（就労センタードリームネクスト）
製麺工房ドリーム本店
（就労センタードリームネクスト）

　　デイアクティビティセンター
　●はろはろ

●
●

●障がい者就労支援センター
　ドリーム

新潟リハビリテーション
病院
新潟リハビリテーション
病院

■�フードバンク全国組織発足　
　困窮家庭に食料支援　本県組織
　も参加
　経済的に困窮するひとり親家庭
の子どもやホームレスらに、外装
などの問題で販売できない食品や
余った食料を届ける「フードバン
ク」活動を続けるＮＰＯ法人など
が、情報交換や活動普及のため初
の全国組織を発足させた。本県の
「フードバンクにいがた」（新潟
市中央区）＝２・３面参照＝など
11県の団体が参加し、東京都中央
区で11月13日に全国フードバンク
推進協議会の設立シンポジウムを
開いた。
　内閣府も後押しし、全国での活
動底上げとともに、団体のない地
域での受け皿づくりも目指す。

■14年の高齢受刑者初めて１割超す
　再犯率高く「福祉施設」化　　
　2014年に刑務所に入った２万
1,866人のうち65歳以上の高齢者は
2 ,238人で、統計を取り始めた
1991年以降初めて１割を超えたこ
とが、11月13日に公表された15年
版犯罪白書で分かった。高齢者は再
犯率が高く、出所後に住居や仕事が
ないため犯罪を繰り返して服役期間
が長期化するなど、刑務所が「福祉
施設」化していることがあらためて
裏付けられた形だ。
　政府は刑務所を出てから２年以内
に再入所する人の割合を21年まで
に16％以下にする数値目標を掲げ
ている。近年は低下傾向にあり、
13年は18.1％だったが、高齢者は
24.9％で29歳以下の11.5％と大き
な開きがあった。

■�県内の働く障害者5,722人　
過去最高を更新
　新潟労働局は11月27日、県内の
障害者雇用状況（６月１日現在）
を発表した。障害者の雇用が義務
付けられている従業員50人以上の
県内民間企業で働く障害者は、前
年比7.3ポイント増の5,722人で過
去最高となった。働く人に占める
障害者の割合を示す雇用率は0.1ポ
イント増の1.85％。全国平均の
1.88％は下回ったが、こちらも過
去最高となった。
　内訳は、身体障害者が3,876人、
知的障害者1,333人、精神障害者が
531人だった。法定雇用率（2.0％）
を達成した企業の割合は4.6ポイン
ト増の54.4％。規模別では千人以
上の企業が75％で最も高く、50～
99人規模の割合が49.3％で最も低
かった。

福祉NEWS 2015年11月11日～12月10日



福祉にいがた 10

　
　
　
　

　
少
子
・
高
齢
化
が
進
展
す
る

中
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

が
構
築
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
高
齢
者
だ
け
を
対

象
と
し
た
も
の
で
は
な
く
、
将

来
的
に
は
地
域
そ
れ
ぞ
れ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
暮
ら
す
子
ど
も

か
ら
様
々
な
障
害
者
ま
で
を
広

く
対
象
に
し
た

も
の
に
な
る
は

ず
で
す
。
特
に

障
害
者
に
つ
い

て
は
、
介
護
保

険
で
は
賄
い
き

れ
な
い
若
年
層

の
対
象
者
が
含

ま
れ
ま
す
。
ま

た
こ
れ
か
ら
増

え
続
け
る
認
知

症
を
伴
っ
た
高

齢
者
の
方
々
を

念
頭
に
入
れ
た

制
度
づ
く
り
が
必
要
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
厚
生
労
働

省
は
先
の
介
護
報
酬
改
定
で
利

用
者
の
活
動
と
参
加
に
焦
点
を

当
て
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

を
促
進
す
る
た
め
に
、
通
所
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

に
お
い
て
生
活
行
為
向
上
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
実
施
加
算
と

い
う
項
目
を
新
設
し
ま
し
た
。

こ
こ
で
い
う
生
活
行
為
と
は
図

に
示
す
よ
う
な
セ
ル
フ
ケ
ア
を

は
じ
め
家
事
や
仕
事
、
余
暇
、

地
域
活
動
な
ど
人
々
が
地
域
で

暮
ら
す
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
行
為

を
指
し
ま
す
。
当
然
な
が
ら
、

こ
れ
ら
の
中
身
は
対
象
者
ご
と

に
異
な
る
わ
け
で
す
が
、
地
域

包
括
ケ
ア
で
は
ま
さ
に
対
象
者

ご
と
の
異
な
る
ニ
ー
ズ
を
反
映

さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
づ

く
り
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
日
本
作
業
療
法
士
協
会
や
新

潟
県
作
業
療
法
士
会
で
は
、
こ

の
生
活
行
為
に
焦
点
を
当
て
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及

を
目
指
し
た
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
単
に
運
動
機
能
や
精
神

機
能
だ
け
の
回
復
を
目
指
す
の

で
は
な
く
、
地
域
で
暮
ら
す
一

人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
人
間
ら

し
く
、
希
望
を
叶
え
た
り
、
役

割
を
持
て
た
り
す
る
よ
う
に
活

動
や
参
加
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
と
い
う
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
子

ど
も
に
は
遊
び
を
、
調
理
が
好

き
な
人
に
は
も
う
一
度
調
理
が

で
き
る
よ
う
に
、
認
知
症
の

方
々
に
と
っ
て
は
徘
徊
す
る
こ

と
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
場
合

も
あ
る
で
し
ょ
う
。
目
指
す
の

は
こ
の
よ
う
な
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
、
さ
さ
や
か
な
こ
と
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
意
味
の
あ
る

個
々
人
の
活
動
を
対
象
者
か
ら

聞
き
取
り
、
そ
の
実
現
を
叶
え

よ
う
と
す
る
関
わ
り
で
す
。

　
人
は
本
来
、
目
的
の
あ
る
活

動
、
つ
ま
り
そ
の
人
に
と
っ
て

意
味
の
あ
る
活
動
を
す
る
こ
と

で
生
き
る
価
値
や
生
き
が
い
を

見
出
す
動
物
で
す
。
様
々
な
障

害
が
あ
り
な
が
ら
も
、
病
院
や

施
設
か
ら
生
ま
れ
育
っ
た
家
に

戻
っ
て
生
活
を
再
開
す
る
こ
と

は
、
人
間
ら
し
さ
を
回
復
す
る

た
め
の
大
き
な
一
歩
で
あ
り
、

そ
こ
か
ら
ま
た
無
限
の
可
能
性

が
広
が
り
ま
す
。
に
い
が
た
の

福
祉
が
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
障
害

者
や
高
齢
者
一
人
ひ
と
り
の
声

に
耳
を
傾
け
皆
が
寄
り
添
う
よ

う
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構

築
で
き
る
よ
う
、
大
学
と
し
て

も
専
門
職
集
団
と
し
て
も
力
を

結
集
し
て
協
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
の
人
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
生
活
行
為
実
現
に
向
け
て

新潟医療福祉大学

（のと・しんいち）
○作業療法学科教授
○医療経済・ＱＯＬ研究センター長
○�日本作業療法士協会学術部委員長
国際医薬経済・アウトカム研究
学会日本部会評議員
＊研究分野
○�高次脳機能障害のリハビリテー
ション、QOL評価研究等

こ
れ
か
ら
の

障
害
者
福
祉
を
考
え
る

医
療
技
術
学
部
作
業
療
法
学
科
教
授
　
　
能
登
　
真
一

その人にとって意味のある生活行為
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人にやさしい車
福祉車両のこまつが新潟より全国へお届けします。

買いたい!
福祉車両の

新車・中古車販売 !
常時展示中 !

売りたい!
福祉車両の買取
ご相談ください。

直したい!
自社整備工場完備 !

福祉車両の代車無料。

福祉車両専門店
福祉車両のこまつ
株式会社 オートモティブコマツ
新潟県三条市小古瀬31
http://294komatsu.com 
TEL 0256（45）3000

改造も
します。

至三条燕 IC

至中之島見附 IC 至見附

←
燕

三
条

駅

至新潟

セブン
イレブン●

ファミリー
マート●

（株）オートモティブ
　　コマツ

千把野

上
越

新
幹

線
 長

岡
駅

→

北
陸
自
動
車
道

8
展示場福島乙

新潟方面より
自動車で
北陸自動車道
三条燕インター
から15分

Informat ion Red Feather
赤い羽根 情 報赤い羽根

　
３
月
末
ま
で
実
施
す
る

雪
国
応
援
「
あ
っ
た
か
雪

募
金
」
が
１
月
１
日
始
ま

り
ま
し
た
。
除
雪
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
の
活
動
支
援
を

目
的
に
実
施
し
ま
す
。
今

年
も
ご
協
力
お
願
い
し
ま

す
。

｢

あ
っ
た
か
雪
募
金｣

始
ま
る

第
63   
回
た
す
け
あ
い
作
文

コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
作
決
定

　
「
第
63
回
た
す
け
あ
い

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表

彰
式
が
、
11
月
21
日
新
潟

ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
で
行
わ

れ
ま
し
た
。　

　
今
年
は
39
校
か
ら
１
５

０
編
が
寄
せ
ら
れ
、
入
賞

６
編
と
佳
作
20
編
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　
施
設
に
入
っ
て
も
家
族

を
心
配
し
て
声
を
掛
け
て

く
れ
た
曽
祖
母
の
事
を

綴
っ
た
作
文
で
県
知
事
賞

を
受
賞
し
た
竹
田
彩
乃
さ

ん
が
、「
天
国
に
旅
立
っ

た
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
喜

ん
で
く
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
」
と
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
入
選
作
文
集
を

希
望
さ
れ
る
方
は
県
共
同

募
金
会
（
０
２
５
‐
２
８

１
‐
５
５
３
２
）
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

｢

募
金
百
貨
店
」

第
三
弾
贈
呈
式

　

募
金
百
貨
店
「
ハ
ッ

ピ
ー
ハ
ー
ト
に
い
が
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
第
三
弾
の

募
金
贈
呈
式
が
12
月
１

日
、（
株
）
ウ
オ
ロ
ク
本

社
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
ウ

オ
ロ
ク
の
葛
見
社
長
は
、

寄
付
金
１
０
８
万
42
円
の

目
録
を
当
会
小
田
会
長
に

手
渡
し
た
後
、「
多
く
の

お
客
様
に
賛
同
し
て
も
ら

え
、う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

今
後
も
継
続
し
た
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
は
、

ウ
オ
ロ
ク
全
店
で
販
売
さ

れ
た
サ
ン
ト
リ
ー
対
象
商

品
（
飲
料
や
酒
類
）
の
売

り
上
げ
か
ら
、
１
本
に
つ

き
１
円
寄
付
を
頂
く
も
の

で
す
。
ご
協
力
頂
い
た
皆

様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

◎県知事賞『ありがとう。がんばられ。』
　上越市立国府小学校　1年　竹田 彩乃
◎県教育委員会教育長賞
　『わたしにくれた、心のおくりもの』　
　長岡市立青葉台小学校　3年　宮下 月希
◎新潟日報社長賞『祖父母をみて感じたこと』
　上越教育大学附属中学校　2年　浜 利奈子　
◎ＮＨＫ新潟放送局長賞
　『ぼくの心を伝えるよ』
　新潟大学教育学部附属新潟小学校　5年　古泉 修行
◎県社会福祉協議会長賞　
　『目には見えないつながり』
　上越教育大学附属中学校2年　関野 愛珠
◎県共同募金会長賞『支えてくれる人がいる』
　長岡市立東中学校　3年　佐藤 泰菜
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福 祉 の 現 場
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10
月
末
、
新
潟
市
で
開
か
れ
た
第

65
回
県
民
福
祉
大
会
。
そ
の
時
新
潟

県
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
贈
ら
れ
た

表
彰
状
は
、
紙
パ
ッ
ク
を
再
利
用
し

て
作
ら
れ
た
「
つ
く
し
工
房
」
の
手

漉
き
紙
。
丁
寧
に
、
丁
寧
に
漉
き
上

げ
る
利
用
者
を
指
導
す
る
の
が
高
澤

さ
ん
の
仕
事
。

　
高
校
卒
業
と
同
時
に
、
つ
く
し
工

房
で
働
い
て
い
る
。「
元
々
高
齢
者

と
話
す
こ
と
が
好
き
」
だ
っ
た
高
澤

さ
ん
、「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
と
こ
ろ

に
来
て
い
た
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
の
紹

介
」
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　

時
に
は
お
し
ゃ
べ
り
し
な
が
ら
、

時
に
は
根
を
詰
め
て
、
利
用
者
さ
ん

と
紙
を
作
る
。
そ
の
時
間
が
た
ま
ら

な
く
「
楽
し
い
」
と
い
う
。

　
紙
の
素
材
は
、
牛
乳
や
酒
の
パ
ッ

ク
。
切
り
開
い
た
パ
ッ
ク
を
煮
て
柔

ら
か
く
し
、
ビ
ニ
ー
ル
を
は
が
し
大

き
な
ミ
キ
サ
ー
で
ド
ロ
ド
ロ
に
溶
か

す
。
以
前
は
「
白
い
紙
だ
け
だ
っ
た

が
、
最
近
は
タ
マ
ネ
ギ
の
皮
の
煮
汁

を
加
え
て
色
を
付
け
た
紙
も
作
っ
て

い
る
」。き
れ
い
な
薄
茶
色
に
仕
上
が
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
を
漉
き
槽
に
入
れ
、
網
を

張
っ
た
木
枠
で
漉
く
が
「
意
外
に
重

い
」
と
、
担
当
の
諏
佐
文
雄
さ
ん
は

言
う
。
傾
か
ぬ
よ
う
持
ち
上
げ
る
の

は
「
大
変
な
作
業
」。
偏
っ
て
厚
さ

に
ム
ラ
が
あ
れ
ば
や
り
直
し
。

　
漉
い
た
紙
が
乾
け
ば
一
応
出
来
上

が
り
だ
が
、
実
は
高
澤
さ
ん
が
最
も

緊
張
す
る
の
は
こ
こ
か
ら
。「
ホ
コ

リ
は
な
い
か
、
異
物
は
な
い
か
」
１

枚
ず
つ
点
検
す
る
。
取
り
除
け
な
け

れ
ば
、
溶
か
す
と
こ
ろ
か
ら
や
り
直

し
。
ち
ょ
っ
と
見
に
は
分
か
ら
な
い

ゴ
ミ
も
見
逃
さ
な
い
。
プ
ロ
の
プ
ラ

イ
ド
が
、
そ
う
さ
せ
る
。

　
１
０
０
枚
も
２
０
０
枚
も
点
検
し

た
後
は
、
目
の
疲
れ
も
並
大
抵
で
は

な
い
。
仕
事
が
、
利
用
者
が
好
き
だ

か
ら
こ
そ
「
楽
し
い
」
と
言
え
る
の

だ
ろ
う
。

　

製
品
は
祝
儀
袋
や
一
筆
箋
、
レ

タ
ー
セ
ッ
ト
、名
刺
、は
が
き
、Ａ
４
、

Ａ
３
（
賞
状
）
等
の
紙
。
ユ
ニ
ゾ
ン

プ
ラ
ザ
内
の
パ
レ
ッ
ト
で
も
販
売
し

て
い
る
が
、
製
品
の
質
に
は
定
評
が

あ
る
だ
け
に
、
販
売
量
を
ど
う
拡
大

す
る
か
が
「
今
後
の
課
題
」。

No.8

笑顔が一転、プロの目に変わる。手漉きの紙にかけた思いは熱い。

福祉の店パレット「
福
祉
に
い
が
た
」
に
つ
い
て
、
ご
意
見
、
ご
感
想
、

知
り
た
い
テ
ー
マ
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
下
記
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
〒
9
5
0ｰ

8
5
7
5　
新
潟
市
中
央
区
上
所
２
―
２
―
２

　
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
３
階　
新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
企
画
広
報
課

◆
フ
ァ
ク
ス　
0
2
5ｰ

2
8
1ｰ

5
5
2
8　

◆
Ｅ
メ
ー
ル　
o
a
s
i
s
u
@
f
u
k
u
s
h
i
n
i
i
g
a
t
a
.
o
r
.
j
p

ご
意
見
ご
感
想
お
寄
せ
く
だ
さ
い

社会福祉法人新潟市中央福祉会
　ワークセンター大山台

（新潟市東区）
［施設紹介］
　就労支援Ｂ型と生活介護事業に携わる多
機能型事業所です。キャンドル、キャラメ
ル製造のほか、委託作業として封入や公園
清掃、分解作業を行っています。

【商品説明】
　人気商品塩キャラメル！　日本海の天然塩を使
い、さわやかな甘さが身上です。冬季はココア味
も登場しますよ♪
　干支のサルなど季節に応じたかわいらしいキャ
ンドル！
　ぜひ飾ってみてください。

☆塩キャラメル
　＝写真手前左
　　200円（税別）

☆ツリーキャンドル
　＝写真奥　
　　278円（税別）

☆干支のサルキャンドル
　＝写真手前右　
　200円（税別）

問い合わせ 福祉の店パレット新潟店　　☎025－281－5513
県社協　地域福祉課　　　　☎025－281－5521


